
ご挨拶
　晴れた日は暖かな日差しが降り注ぐようになりました。それと共に杉や檜の花粉も舞い上がり、さらに中国から黄砂も飛

んで来て、それでなくともコロナの影響でマスクが手放せません。ぼちぼちサクラの開花の便りも聞かれる今日この頃です。

三月は年度末ということで、一つの区切りをつけるために何かと忙しい月でした。町内の学校も卒業式が挙行され、別れの

季節でもあります。でも、来月からは新年度です。新たな希望を胸に抱き、新生活へむけて羽ばたいてください。

【ジオパーク最高峰！扇ノ山（1310ｍ）山頂で見る日の出】
 岸田川の源流にある扇ノ山（標高1,310ｍ）は、山陰海岸ジオパークエリアで最高峰になります。兵庫と鳥取の県境にあり

その山頂からは鳥取の市街地が望まれます。真冬の山頂から沈む夕日と昇る朝日が見たくて、2月の月末に登ってきました。

避難小屋に一泊、日没後は氷点下でとても寒かったけど外は満月で明るく、次の日は午前6時半に待望の朝日が望めました。

【野草が無い！？「春の食べれる野草さがし」開催】
　春分の日は午前中いい天気なりました。3月の公民館行事「里山の食べ

れる野草さがし」が開催され、10名（大人4、子ども6）の参加がありま

した。雪解けが遅いのと、シカの食害で野草がほとんんど無く、ちょっと

心配しましたが、みんなで頑張って探し、ヨモギやスイバ、ツクシ、タン

ポポ、ユキノシタなど14種類も食べれる野草が採取できました。それを

持ち帰って、洗ってゴミ掃除をしてからてんぷらにしました。ヨモギや

アサツキが美味しく、ミントはケーキ風味でけっこういけました。

　昼前に曇ってきたので、早めに閉会としました。シカによって山菜が

無くなり、ちょっと困ったことが起きています。「もし食べ

れる野草が無くなったらどうする」って聞いたら、「それな

らシカを食ったらええ」って・・・さすが久斗山の子供ら

は逞しいな～ 暖かくなってニホンカナヘビも見れました。

山桜やジョウジョウバカマなど

も咲いていました。日に日に暖

かくなって、もうじき山の芽吹

きも始まり、新緑の季節です。

春を楽しみましょう。

令和3年
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久斗山地区公民館

久斗山地区公民館だより

東の空に顔を出した直後のご来光を扇ノ山の山頂より望む。

ショウジョウバカマの花



【地区総会、新役員決まる！】 【祝ご卒業！中村なつきさん】
　今月は令和2年度の年度末ということで、地区総会が開催 　3月23日は、町内の小学校の卒業式です。今年、浜坂東小学校を卒業

されました。境地区は14日（日）で、役員改選は無かった する６年生（担任は松岡誠吾先生）は６人で、久斗山からは中村なつき

そうです。久斗山地区は21日（日）に開催され、令和2年度 さんが卒業します。卒業を前にしたなっちゃんに感想を聞いたところ、

の事業報告や決算報告、次年度の事業計画、予算案が可決さ 小学校は「楽しかった」そうで

れました。その後、今年は任期2年の村役員の改選期になっ す。中学に入学したら、部活は

ており、選挙等により次の新役員が決定しました。 卓球部に入りたいそうで、新し

　区　長：田村　 仁 い友人ができるのが楽しみだそ

　副区長：岡本　親明 うです。これまでは兄弟で一緒

　議　長：中村　文吾 の学校だったけど、中学は一人。

　農会長：中村　重信 一つ成長したなつきさん、これからも頑張ってね！ご卒業おめでとう！

　共済係：岡本　 力 【雪害、林業に大きな被害】
　評議員：中村　政樹・井上裕吉・岡本　 忍  この冬の降り始めの雪は重く、湿っ

　会計、書記：中村　敏広 たドカ雪でした。その影響で山の杉

　大杉神社宮総代：山本　健児・岡本　親明・谷岡　文彦 檜の先端が折れて、多くの被害が見

　旧役員はこれまで2年間お疲れ様でした。新役員はこれから られます。人工林の半分近くが折れ

地区のお世話ご苦労様ですが、よろしくお願いいたします。 ている場所もあり、檜より杉の方が被害が

なお、4月4日に引き継ぎ会が開催されます。 大きいようです。

○令和3年　 ４月の行事

久斗山地区　役員引き継ぎ

「上山高原残雪トレッキング」（9：30～15：00　上山高原ｴｺﾐｭｰｼﾞｱﾑ）

町内の小学校・中学校　入学式

久斗山自然教室「春の里山生き物観察とお花見」(9：00～14：00久斗山公民館）

4日（日）

　　☆久斗山公民館　【お問い合わせ・連絡先】　新温泉町久斗山628　山本一幸　（℡0796-85-0118）
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、
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近
は
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し
て
い
ま
す
。

NPO法人上山高原ｴｺﾐｭｰｼﾞｱﾑ

上山高原山開き・山焼き
○とき：令和3年4月17日（土） 9：00～

○集合：上山ふるさと館（受付８時～）

・参加費：大人２，０００円（子ども1000円）

※簡単な昼食を用意します。

・服装：山歩きの服装、防寒着（火に強い

服装）

・内容：9：30 開会、山開き宣言

10：00 山焼き作業

13：00 昼食

13：30 自然観察、残雪そり

15：00 閉会、下山

【申し込み・問い合せ先】

｢上山高原ふるさと館｣

TEL：0796-99-4600 FAX：0796-99-4601

メール ueyama-eco@yumenet.tv
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作
、
い
っ
こ
う

裕
太
と
ま
さ
は
成
長
し
、
二
人
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一

緒
に
組
ん
で
村
一
番
の
猟
師
に
な
り

ま
し
た
。
そ
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お
か
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近
在
の
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で
は
、
鹿
や
猪
の
被
害
が
無
く
な
り
ま

し
た
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し
か
し
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し
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く
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ま
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が
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は
や
り
病
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り
、
こ
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た
の
で
す
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太
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無
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の

親
友
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い
な
く
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り
、
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し
く
て
、
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に
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気
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っ
て
い
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。
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し
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く

れ
ま
す
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や
が
て
、
裕
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再
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一
人

で
猟
を
す
る
よ
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に
な
り
ま
し
た
。

あ
る
厳
冬
期
、
裕
太
は
山
に
猟
に

行
っ
て
道
に
迷
い
、
猛
吹
雪
の
中
を
歩

い
て
い
ま
し
た
。
周
囲
は
真
っ
白
で
、

ど
こ
を
ど
う
歩
い
て
い
る
の
か
さ
え

わ
か
ら
な
い
状
態
で
す
。
雪
と
強
風
が

吹
き
付
け
、
容
赦
な
く
体
温
を
奪
い
ま

す
。
つ
い
に
裕
太
は
力
尽
き
、
一
歩
も

進
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

雪
に
ま
み
れ
、
裕
太
は
凍
死
を
覚
悟

し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
雪
を
踏
む
時
に

鳴
る
「
ク
ク
ッ
！
」
と
い
う
足
音
が
聞
こ

え
、
ふ
と
懐
か
し
い
ま
さ
の
気
配
が
し

た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

「
ま
さ
！
迎
え
に
来
て
く
れ
た
の
か
」

裕
太
は
そ
の
気
配
に
誘
わ
れ
る
よ

う
に
、
再
び
歩
き
だ
し
、
や
が
て
古
い

炭
焼
き
小
屋
に
た
ど
り
つ
き
ま
し
た
。

霧
中
で
小
屋
に
潜
り
こ
み
、
や
っ
と
人

心
地
つ
い
て
、
ふ
と
小
屋
の
中
を
見
る

と
鹿
や
猪
、
兎
、
狐
と
い
っ
た
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の
動

物
た
ち
も
吹
雪
を
避
け
て
一
緒
に
い

た
の
で
す
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疲
れ
と
動
物
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の
暖
か

さ
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そ
の
ま
ま
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き
、
目
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め
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も
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ん
で
日
が
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し
て
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り
、
山
の
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物
た
ち
の
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消

え
て
い
ま
し
た
。

ま
さ
と
山
の
動
物
に
救
わ
れ
た
。
裕

太
は
山
か
ら
下
山
す
る
と
、
そ
の
後
は

猟
師
か
ら
き
っ
ぱ
り
足
を
洗
い
、
農
民

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

（
お
わ
り
）

セリバオウレンの雄花

樹のイボ（先端）が折れたスギ


